









































67枚のAffymetrix GeneChip Tomato GenomeArrayのハイブリダイゼ-ション実験からトマ
トの遺伝子発現データを得た｡さらに､全10,038プローブからシグナルの値が有意な7,644
個のプローブを選抜し､ピアソン相関係数(pcc)を算出した｡ pccのデータセットを



























葉において､ 4-coumarate CoA ligase､ cinnamate 4-hydroxylase､ cinnamoyl CoA reductase､
chalcone synthase 1 ､ chalcone synthase 2､ chalcone










































































DNA Research誌に｢Coexpression Analysis of Tomato Genes and Experimental Veri丘cation or
coordinated Expression or Genes Found in a Functionally Enriched Coexpression Module｣として発表
した｡
本研究によってトマト果実形成時における共発現遺伝子の基本的な性質を明らかにした｡最先端
の生物科学の手法を取り入れて､植物の果実形成における分子生物学に貢献できる研究成果を挙
げており､また､それらは論文として国際誌に掲載されていることから､独自に研究を展開するに足る
研究者としての能力を有していると判断でき､東北大学大学院生命科学研究科の博士(生命科学)号
に資する｡
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